
令和６年６月１７日（月）第 1 回公開授業を開催 

 

６年 算数科「場合を順序よく整理して」 
 

第 6 学年算数科「場合を順序よく整理して」の授業を公開しました。個別最適な学びと協働的な学びの一

体化を目指して、単元のポータルサイトを作成し活用しました。ポータルサイトは、①単元のねらい②既習

の学習③学習計画④学びの広場⑤ふり返りの項目をつくっており、児童がほしい情報を閲覧・確認できるよ

うにするとともに、学びを蓄積できるように工夫しました。 

また、問題解決の過程で気付いたことや解決方法、学んだことを各自で１枚にまとめ、クラウド上にあげ

ることで、協働学びを促すようにしました。 

 

 

   

 

 

 

 

                                

                             

     

      

     

        

         
       
        
        

       

     

           
  
           
     

                      
                

               

             
         

             
             

         
     
         
         
         
         
       

      

電子黒板に全員の学習過程をあげ、他者参照      タブレットとノートの自己選択 

単元ごとに「学び

の地図」となるポ

ータルサイトを作

成した。 



令和６年１０月２２日（火）第２回公開授業を開催 

 

３年 算数科「何倍でしょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 「倍が２つあるとき、どうやって求める？」という問題意識を 

もってルーブリックをもとに、学習の仕方や考えの表し方を自己 

選択・自己決定していきました。 

 
 
６年 算数科「データの整理と活用」 

 

 単元のポータルサイトの中に宝箱のコーナーを作りました。この中 

に、これまで活用した図やグラフなどを入れておき、いつでも使える 

ようにしました。 

 本時は、これまでの学習を生かして、「スポーツ集会でたくさん跳ぶ 

クラスを予想しよう」というパフォーマンス課題に挑戦しました。 

 複数のデータを分析し、根拠をもとに予想を出し合いました。Chat 

を使っての交流についても指導中です。 

 

 

 

 

 

             

               

      

                       

                   

                 

  

             

            

              

      

                   
                   

                   
               

                  
            



協議会 
授業後の協議会では、「個別最適な学びをすすめるための教師の手立てとは」をテーマに協議しました。 

参加者の方に、フォームでのアンケートに答える形で協議をすすめ、協議後にそれぞれが大切にしたい手立て

を再度アンケートにあげていただきました。スクリーン上で chatGPT を活用して分類整理し、協議をまとめま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

協議後、中村学園大学の山本朋弘教授から指導助言をいただきました。主体的な学びでの教師の出番と支援に

ついて学ぶことができました。今後は、コーチングの考えを参考に学びの途中の支援を考えていきたいと思いま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

chatGPTで意見を整理 


